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パレスチナ戦争、今即時停戦を！
 10月に起こったハマスの攻撃に対し、既に2万人がイスラエルの爆撃によって殺されている。

 1140人のイスラエルの死者、240人の人質に対し、2万人を殺すことが、人としてできるこ
とだろうか？ うち半分が子供たち乳幼児であり、南部に逃れた人々にも容赦なくイスラ
エルの爆撃が執拗に繰り返されている。地獄絵図のようだ。

 国連事務総長グテーレスにより呼びかけられた「即時人道的休戦」に対し、１２月には153
か国が賛成したにもかかわらず米・イスラエルなど10か国が反対した。

 続く安保理でも、15か国中13か国が即時停戦に賛成したが、イギリスは棄権、

アメリカは拒否権を発動して戦争継続を支持！。

 ロシアにあれほど反対したリベラルたちは、なぜあまりにも非人道的なイスラエルやアメ
リカに、経済制裁や国際的非難を実行しないのか。イスラエルに対して、アメリカは武器
と支援を送り続けている。アメリカとイスラエルの横暴を、これ以上許してはならない。

 イスラエル問題のそもそもの発端は、イギリスのいわゆる「３枚舌外交」である。

 第１次大戦末期に、フセイン・マクマホン協定でアラブ国家の独立をアラブに約束した。
一方で、翌年のサイクス・ピコ条約でイギリスとフランスとロシアでこの地を分割すると
いう植民地的な取り決めをした。

 さらにその翌年にはバルフォア宣言でパレスチナにユダヤ人国家の建設を約束した。

 それらは相互に矛盾しているだけではなく、あり得ないような植民地主義的な条約である。
第２次世界大戦後には、国連でそれが実行され、今日に至るまでの紛争を生んでいる。

 21世紀のいま、19世紀的な植民地主義は終わらせなければならない。



ウクライナ戦争：２万人の脱走兵が出ている！
 ウクライナのゼレンスキーは、パレスチナ戦争に対しイスラエル支持を表明し、
多くの国から批判を受けた。

 また米ワシントン・ポストがノルドストリームの爆破にウクライナが関わったことを
暴露した。がウクライナにそうした能力があるかどうかも疑問が残る。(首謀は米？）

 ゼレンスキーは大量の武器を要求しているが、半分は他の紛争地域に横流しして儲け、
紛争を助長している。政権内部の腐敗と抗争も、欧州の「支援疲れ」に拍車をかけて
いる。

 ハンガリーは武器支援に反対し、ポーランドのように最もウクライナを支援してきた
国もウクライナの穀物輸出をめぐり国境を封鎖するなど、対立は、中東欧全域に広
がっている。

 ウクライナ国内でも、軍総司令官ザルジニーが、反転攻勢の膠着と失敗から、停戦も
ありうると発言し、ゼレンスキーは慌てて止めたが、国民の間にも厭戦気分は高まっ
ている。2万人の脱走者がモルドヴァ国境を通り西に逃亡している。

 翌年の大統領選挙でゼレンスキーは勝てない可能性があり、大統領選自体を延期しよ
うとしている。

 日本でも安倍派を中心とするパーティー券のノルマ以上のキックバックによる裏金が
問題になっているが、事は安部派に限らず全自民党がやっていることではないかと

 国民は考えている。政権は交代すべきだが担うべき野党が育っていないことも問題で
あろう。



１．大転換期の世界
パレスチナの悲劇、ウクライナ戦争の膠着、
日本は自民党の汚職と腐敗、アメリカの混乱 データで見るいま。

→背景に、米欧覇権の衰退と、中国・インドの成長

 1．欧米の時代は頭打ち、ゆっくりと終焉に向かう。

２.アジア（中国,インド,韓国、ASEAN)の

 急速な経済成長。先進国があと10₋50年で入れ替わる

＜私たちの目の前で、200年に一度の大転換が起こっている＞

３．アメリカは、歴史の必然を軍事力で抑えようとしている。

４．近隣国、特にアジア諸国と協力しなければ、日本の未来はない。

 戦争ではなく、停戦、平和、繁栄を！

 ＜データで見る統計＞



表１．地域別世界人口の推移 2100年、アジア・アフリカ人口が世界の８割。

米欧は１割を切る。 （明石康国連研究会）
今既に、米欧は15％、アジア・アフリカ・ラテンアメリカ人口8割 強！
貧しい8割ではない。IT AI が発展するアジア。IT人口、中国1０億、インド６億
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表２．アンガス・マディソンの経済統計AD1-2030（河合正弘氏グラフ）
インド・中国は1800年の繁栄：古代・中世・近世、そして将来、世界経済の中心
欧米近代の時代は、たった200年：植民地の富の収奪により成長。
2030年には中国がアメリカを抜く。

Source: Angus Maddison, Contours of the World Economy 1-2030 AD (2007), The World Economy, 
A Millennial Perspective (2001); and “The West and the Rest in the World Economy: 1500-2030” 
(2005)., Masahiro Kawai, Asian Economy
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表３．世界名目GDP (2022) IMF/Eleminist
2028年（6年後）中国はアメリカを超える。来年日本は４位に転落
順位 国名 GDP

１位 アメリカ合衆国★ 25,346,805

２位 中国 ★ C 19,911,593 ↑日本の4倍

３位 日本 4,912,147
４位 ドイツ 4,256,540

５位 インド I 3,534,743

６位 イギリス 3,376,003

７位 フランス 2,936,702

８位 カナダ 2,221,218

９位 イタリア 2,058,330

10位 ブラジル B 1,833,274

11位 ロシア連邦 R 1,829,050

12位 大韓民国 1,804,680



表４．PPP(購買力平価）ベースのGDP（2021）
既に中国はアメリカを、インドは日本を超えている。
 2021年 購買力平価GDP（IMF統計） （アジア・BRICS 赤）

 順位 国名 単位：百万US$

 1 中国 C 27,206,091 すでに2014中国はアメリカを抜く

 2 米国 22,996,075

 3 インド I 10,193,541 インドは日本を抜く

 4 日本 5,606,553

 5 ドイツ 4,888,363

 6 ロシア R 4,494,223

 7 インドネシア 3,566,259 インドネシア、ブラジルはイギリスを抜く

 8 ブラジル B 3,435,874

 9 イギリス 3,402,740

 10 フランス 3,358,913

 11 トルコ 2,953,937 トルコはイタリアを抜く

 12 イタリア 2,734,614

 13 メキシコ 2,669,061 メキシコ、韓国は、カナダを抜く

 14 韓国 2,517,129

 15 カナダ 2,024,955 Global Note:2022. IMF統計



世界一人当たりGDPランキング（2022）2022年１人当たり名目GDP（IMF統計）

順位 国名 単位：US$ 注

1ルクセンブルク
126,598 日本は３２位！改革の遅れが貧困化を招く

2ノルウェー
105,826

3アイルランド
103,311

4スイス
93,657

5カタール
83,521

6シンガポール
82,808

7米国
76,343

8アイスランド
74,591

9デンマーク
68,295

10オーストラリア
64,814

1

30サウジアラビア
34,441

31イタリア
34,085

〇 32日本
33,854

33アルバ
33,032

1

34台湾
32,687

https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=442&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=578&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=372&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=756&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=634&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=702&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=840&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=352&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=208&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=36&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=682&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=380&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=392&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=533&post_no=1339
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=8870&c_code=158&post_no=1339


表５．Goldman Sachs経済統計（2023）:先進国が入れ替わる。
2050年、2075年には、中国、インド、米、インドネシア、
ナイジェリア、パキスタンが世界トップ６に。日本は12位に転落！



日本の変化：少子高齢化と労働者不足：
日本の人口、40年後、2060年には、労働力人口半減、65歳以上４０％。
改革なければ、 2110年には人口3分の1，2200年には人口1千万人！２３００年に消滅！
入管法改正2019.4. 外国人労働者受け入れ。 5年で34万人：（1年目1900人！）
(内閣府総務省Data） 移民による労働力拡大は、少子化日本に緊急の課題！



より良い理解にむけて:アジアの地域統合：戦争をさける、
危機をどう乗り切るか、未来のために、東アジア共同体



『世界戦争100年と地域共同ー新世界秩序をどう作るか』？
ナショナリズムでなく、平和と繁栄を！



２．アメリカの世界戦略：アメリカは、戦争に 最後に、遅れて参戦することで、
世界の秩序を形成してきた ＜戦争はアメリカに有利＞

20世紀は戦争の世紀：米は｢自ら戦争はしない」ことで覇権を握る

アメリカは二つの世界大戦後「価値に基づく秩序」を形成

１）WWIウイルソン「戦争をやめさせるための戦争」 ウイ

ウイルソン14か条

４大帝国の解体、国民国家形成、 国際連盟の創設

２）WWII  ローズベルト「4つの自由、4人の警察官」

 表現、信仰の自由、欠乏、恐怖からの自由、

◎ 4人の警察官：米・英、ソ連・中華民国（独日封じ込め）

 国際連合（UN)の創設

 ★普遍的価値：「平和のための国際機構」の設置

 ローズベルトは、ソ連・中国を含んだ全世界の秩序を包摂した組織
を考案していた。（日本、ドイツに対抗）

トルーマンになってソ連・中国を敵視、封じ込め、冷戦開始



バイデンはそれを踏襲。2021年6月のG7で、「価値の同盟」を主張
「民主主義 vs 専制政治」で世界を二分(トルーマンに近似）

アメリカ、中国を最大の競争相手とみなす。

＜アメリカを抜く勢いの中国を牽制＞＜東アジアが、米中対立の最前線になる！＞

 米軍、アフガニスタンから撤退し、軍艦、潜水艦を続々と台湾・沖縄・

 南シナ海へ移動。 軍事力を拡大しているのは、アメリカ

「価値の同盟」「民主主義サミット」は、世界の分断をもたらす

 アメリカは、何を考えているか？ 中台対立による、台湾支援

 台湾、沖縄にミサイルを配備し、中国を牽制。米軍は徐々に撤退！

 そのためのコマが、日本・沖縄。日本がやらなければ戦争は始まらない！

 欧州、日本、ASEANは、米中対立に際し、＜アメリカか、中国か、を

 迫られる。米欧日以外は、片方を、選びたくない。AもBも ＞

 必要なことは、「民主主義vs専制主義」で世界を二分することでない。

 戦争によって覇権を維持するアメリカを止める！



３． 東アジアの軍事同盟： １）QUAD, ２）QUADプラス、
３）AUKUS、４）Five eyes 何重もの同盟の網の目からなる

 バイデン政権：安全保障面で 封じ込めを促進

 １）．QUAD（日米豪印4か国戦略対話）―ひし形で中国を取り巻く、しかしインドが積極的ではない

 安倍首相が提唱、トランプ政権が実質化：2018年頃から強化

 ２）．QUAD プラス：韓国、ベトナム、ニュージーランド、（台湾）

 ＜東アジア版NATOを構想＞（中国・ロシア・北朝鮮を封じ込め）

 ＜台湾と沖縄をその最前線に置こうとする＞

 ★欧州、日本、ASEANは、中国との対立に必ずしも同調しない

 ＜★経済先進地域の東アジアを紛争地にしたくない★＞

 背景:コロナ禍で経済が悪化、安全保障と経済を分けたい

 ★重要！ 経団連、中小企業：日本商工会議所、中国経済との連携を希望

 ロシアとのサハリン２も継続：三井物産、三菱商事。 ★このプラグマティズムが重要。

 国民の利益、企業利益を考える。イデオロギーではない。我々は何をすべきか？

 メディアの中国批判が、国民を中国嫌いにする

 BUT 日本経済・貿易の半分はアジア アジアは近隣国と結ぶことで成長する

 メディア・リテラシー、公平な報道が重要



アメリカへの挑戦：北朝鮮から弾道ミサイル 2017.11．
北朝鮮の長距離弾道ミサイル1万キロ開発、アメリカに到達
－北朝鮮の軍事力開発 (時事ドットコム図)

★2022年11月、火星１７は、ICBM 15000㌔ 米国全土と欧州が射程
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１）QUAD （日米豪印4か国戦略対話）安倍首相が提唱

２）QUADプラス（韓国、ベトナム、ニュージーランド）東アジア版NATO
（朝日新聞） （2006－7）
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３）AUKUS:米英豪の軍事情報3国同盟４億人超
軍事・IT・核（背景に中国のIT人口10億！）バイデン・ジョンソン・モリソン ＋

４）ファイブアイズ（米英カナダ・豪・ニュージーランド）軍事諜報網
ヨーロッパ、日本韓国には教えない。同盟国欧日にも、盗聴器を仕掛けている（Wikileaks）（Wow! Korea）
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日本の地政学的位置★ 米欧防波堤の最前線：
歴史的なアジア大陸との協力ではなく、遠い米欧を守る戦争前線へ？

3000キロにわたるアジア大陸封じ込めの自然要塞（赤ライン）
日本列島・沖縄・台湾の連携により、アメリカの砦となり、

ロシア・北朝鮮・中国に対抗する、最前線の前線基地（日本の利益？ＮＯ！）
この細腕で、弁慶のように、３核大国から飛んでくるミサイルに対して守れるか？
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もし戦争が起こったら？北朝鮮の核施設寧辺(ﾆｮﾝﾋﾞｮﾝ核施設）を爆破するだけで、

東アジア経済圏たちゆかなくなる。 ★チェルノブイリ30年後の、ノルウェー、スウェーデンの調査によれば、
原発事故後30年たっても、1200㎞（北欧）のトナカイの肉、キノコなどに影響★驚愕の事実
北朝鮮１２００ｋｍの円：日本列島、朝鮮半島、中国沿海州、ロシア極東すべて入る。
台湾・沖縄で有事が起こったら？（下の円） 東アジア経済圏、長期にわたり、壊滅！ だれの利益か？



４．新興国の地域共同 興味深い事実：
１）中国 ＜アジアの新興国は、軍事同盟より、地域の経済協力関係を重視＞
米英：QUAD, AUKUSへの対抗→ 経済と平和の安全保障。
米英軍事共同 ｖｓ 中国の経済拡大・地域協力：
中国百年インフラ投資計画：一帯一路(陸、海、北極圏―3連の首飾り)
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２）ロシアも地域協力：スラブ・ユーラシア連合（北極圏含む）

アメリカ、欧州、経済制裁で対抗。Nord Stream ２を中断させる。
欧州とロシアを断ち切る。
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３）インドも、周辺諸国と地域協力
① SAARC(南アジア地域協力連合）、SAARC大学

貧しい周辺地域を支援、連帯：日本の無策が恥ずかしくなる。



３）．インドの地域協力；
② BIMSTEC（ベンガル湾 多分野技術経済協力イニシアチブ）

ASEANおよび貧しい地域と経済協力



４）．ASEAN地域協力、アジアの重層的地域協力
沖縄、長崎、日本もこれらと連携すべき（日本はアジアの一員でもある）



５．地方自治体からの平和：沖縄を平和のハブに！
沖縄、長崎＋自治体を平和のハブに！東アジアで戦争をさせない！
基地・ミサイル、戦争準備でなく平和と繁栄を！



沖縄は、歴史的に、平和と交流の島。 中国・韓国とは強い歴史関係
基地・ミサイル配備ではなく、沖縄・長崎・広島を、アジアの平和と市場の中心とする！
＜地域、若者、経済界、市民がリードする！＞ 自治体からの、平和構築！



沖縄・広島・長崎を平和のハブに！
中国とも日本とも歴史的な関係を持ってきた
地域や市民が、関係を強化！市民外交を！

 沖縄は長年、長期に亙り

 中国に対して朝貢・冊封体制を取ってきた。

 2000年以上にわたる友好関係の中で、

 今、アメリカを経済で抜こうとする中国が、

 なぜ台湾や沖縄に戦闘を仕掛けるか？理由がない。

 どこが戦争を持ち込んでいるか？

 アメリカ、「6年以内に中国が戦争を起こす」

 あり得ない！

 世界の統計「6年以内に中国はアメリカを抜く！」

 （イギリスのシンクタンク）

 戦争をせずアメリカを経済で抜ける中国が、

 わざわざ近隣諸国に侵攻するはずがない！

 アメリカメディアの挑発こそ冷静に分析しなければ

 ならない。

 沖縄にとって東京はシンガポールより遠い！



沖縄・多文化:多文化、多芸能
文化都市として平和のセンターとする。
「東アジアの国連を、沖縄・長崎に！」 友好・話し合いを継続



原爆で多くが犠牲となった、広島、長崎
戦争の被害地域こそ、平和のセンターとなりうる！



モデルは、中立国フィンランドに！1975年、中立国フィンランド・ヘルシ
ンキで平和と安全保障宣言。東西の対話と共同で平和の基礎をつくる。

戦争で苦しんだ地域こそ、平和の役にふさわしい（米中のブリッジとなる）



世界最強の6大国」：：東アジアの安定を望むのはだれか？
大国の指導者に任せ平和を待つのでなく、<市民・自治体から>
★沖縄、既に「自治体外交室」、沖縄、Jeju 台湾とともに対話
誰が平和を作るか？自治体、若者、市民 社会が主人公！
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結論 パレスチナ、ウクライナ戦争の停止：
北東アジアを平和のハブに！地域からの平和と繁栄を！

１．現在は大きな歴史的転換点。

戦争を止める！：ガザは一刻も早く、女性と子供たちを解放

ウクライナは、アメリカの武器が来なければ戦えない。

２．先進国は衰退の危機の中、封じ込め、戦争を生んでいる。
３．新興国は地域協力により地域を発展させ、平和と

 繁栄を望み結束。

４．近隣国との平和と経済発展により、世界をリードしよう。

５．政府の善政を期待するのでなく、

地域自治体と市民の力により、平和と繁栄を作ろう。

パレスチナ、ウクライナ、沖縄、台湾を戦争でなく、
市民社会の協力により、平和と未来を作ろう！
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